























リーグに属するチーム集合を L とし，そのチーム数を n とする。リー
グLの全チーム間のこれまでの勝敗記録と残り試合数が与えられている
とし，wij をチーム i ∈ Lのチーム j ∈ Lに対する現時点での勝数，gij
をチーム i, j 間の残り試合数とする（w およびg は対角成分が0である
n次正方行列，特に後者は対称行列と考えてよい）。いま，チーム i ∈ L
のチーム j ∈ L に対する今後の勝数を xij と表すことにすると，
xij + xji ≤ gij, xii = 0, xij ≥ 0 (∀i, j ∈ L)




ここで，第 k 位クリンチナンバーを求めることを考える。k 位以上が確
定するとは，残り試合すべてに敗れたとしても k + 1 位以下になる可能
性がないことであり，k + 1 位以下になるという制約条件の下で今後の
勝数を最大にするという問題（第 k 位クリンチ問題）を解く。詳細は省
略するが，NPB のように4つの順位判定基準がある場合，チーム i ∈ L

























δi teams exist st (C1)a = (C1)i, (C2)a = (C2)i,
(C3)a = (C3)i, (C4)a < (C4)i
αa = βa = γa = δa = 1,
∑
i∈L
(αi + βi + γi + δi) = 4n− k





































































ることにより3つのレベルの上界が得られ，またバイナリ変数 δ, γ, β を
順に1に限定することにより3つのレベルの下界が得られる。これらを適
切に用いることにより，クリンチ問題を高速に解くことが可能になる。
Only 1st block with ≤
1st block (with <) & 2nd block with ≤
True constraint set
1st & 2nd blocks
Only 1st block
Scenario set X
双対な概念である第 k 位エリミネーションナンバーは，k 位以上になる
という制約条件の下での今後の最大敗数をもとめる問題（第 k 位エリミ
ネーション問題）を解くことにより，同様に求めることができる。
ワイルドカードクリンチ／エリミネーション
リーグが複数の地区に分かれている場合，プレーオフでリーグ優勝チー
ムなどを決定する際に，各地区の上位チームだけでなくワイルドカード
と呼ばれる追加枠が設定されることが多い。日本のB.LEAGUEでも，3
地区の2位クラブまでと各地区3位以下の中での上位2クラブの計8クラ
ブが，B1リーグ優勝をかけてチャンピオンシップ・トーナメントを行う。
この場合，チャンピオンシップ・トーナメント進出クリンチナンバーは，
自地区で3位以下となり，かつ各地区3位以下のクラブの中で3番目以下
になるという条件のもとでの，今後の最大勝数を求めることになる。後
者の条件が，少なくとも1地区により上位の4クラブがあるか，あるい
は少なくとも2地区により上位の3クラブがあることと等価であること
を用いて，クリンチ問題を構成することができる。また，チャンピオン
シップ・トーナメント進出エリミネーションナンバーは地区2位エリミ
ネーションナンバーとワイルドカードエリミネーションナンバーを組み
合せて求めることができる。
